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1．はじめに 

 横波型弾性表面波（SH-SAW）素子を用いる

ことで，液相系センサが実現できる．SH-SAW

センサは液体の密度粘度積，誘電率，導電率を

同時に計測することが可能という特徴を持つ． 

 直接メタノール燃料電池（DMFC）はメタノ

ール（MeOH）を燃料として用い，充電する必

要がない．このため非常時の電源や携帯用機器

の二次電池として利用可能である．発電効率は

MeOH 水溶液の MeOH 濃度に依存するため，

特定の濃度範囲に MeOH 濃度を保つ必要があ

る．このためMeOH濃度センサが必要となる． 

筆者等は，SH-SAW センサを用いた DMFC 用

のMeOH 濃度センサの研究を行ってきた(1)．本

稿では，DMFC の実環境を想定した実験結果

と SAW素子の中心周波数の違いの比較を報告

する． 

 

2．測定系 

 DMFC の動作環境を模擬するため，送液ポ

ンプを用いた測定系を構築した．測定系の詳細

は文献(1)に述べられている． 

 

3．結果と検討 

3.1 温度の影響 

 DMFC 内の動作温度範囲はおよそ 10℃～

80℃である．そのためその温度範囲で MeOH

水溶液の温度を変化させての計測を行った．ま

たセンサの中心周波数を従来の用いてきた

51.5MHzと155MHzを2種類で比較を行った．

測定結果を図 1 に示す．試料として 3wt%の

MeOH水溶液を用いた．センサ応答（位相差）

は 10℃を基準とした．センサ応答は 51.5MHz

と 155MHz で温度が高くなるにつれて線型的

に増加している．また 51.5MHz に比べ，

155MHz の方が応答の変化範囲が広いことが

分かる．このことより高周波のセンサの方がよ

り細かな計測ができる可能性を示した． 

3.2 理論値と実験値の比較 

 センサの応答の妥当性を検証するために，セ

ンサ感度式（文献(1)）から求められる理論値

と先ほど求めた実験値の比較を行った．位相差

の応答から速度変化を求めることができ，その

結果を図 2に示す．理論値と 155MHz の実験値

でよい一致が見られる．これは 155MHzの方が

導電率の影響が少ないためである．すなわち，

3wt%の MeOH 水溶液の動作温度範囲内で

155MHz のセンサはほぼ理論通りの計測が可

能であるということを示すことができた． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 温度変化における各周波数のセンサの応答． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 理論値と実験値の速度変化の比較． 

 

4．あとがき 

 本稿では 2 種類の周波数のセンサの DMFC

の動作温度範囲内での実験結果について述べ

た．155MHzのセンサの方がセンサ応答の範囲

が広いことと動作温度範囲内での理論値通り

の計測が可能であることを示した． 
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